
６
月
定
例
県
議
会
が
、
６
月
23
日
～
７
月
８
日
ま
で
１６
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宮
川
え
み
子
県
議
が
代
表
質
問
、
大
橋
沙
織
県
議
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

最
終
本
会
議
で
は
神
山
悦
子
県
議
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
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宮
川
え
み
子
県
議
は
代
表
質
問
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
大
規
模
災
害
へ

の
対
応
、
原
発
廃
炉
・
汚
染
水
、
豊
か
な
学
び

の
保
障
等
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

新型コロナ対応で県医師会と懇談＝４/９

いわぶち友参院議員（中央）と県議団

質問する

宮川えみ子県議

＝６月２５日

コ
ロ
ナ
対
策
࡛
ࡣ
䣍
県
民
へ
の
䣓
新

し
い
⏕
ά
ᵝ
ᘧ
䣔
ࡣ
䣓
新
し
い
自
粛

要
請
䣔
に
他
な
ら
ず
䣍䣓
自
粛
と
一
体

の
補
償
を
基
本
䣔
と
す
る
よ
う
知
事

に
質
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎
国
の
持
続
化
給
付

金
と
県
の
休
業
要
請
対
象
外
事
業
者

へ
の
給
付
金
は
䣍
売
り
上
げ
５
割
減

の
要
件
を
緩
和
す
る
こ
࡜
䣍
迅
速
な

支
給
を
と
求
め
ま
し
た
䣎
緊
急
小
口

資
金
は
対
象
・
金
額
の
拡
充
や
返
済

時
に
住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ら
返
済

免
除
な
ど
䣍
コ
ロ
ナ
特
例
を
周
知
す

る
よ
う
求
め
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

県
内
で
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
受
け
ら

れ
な
い
と
の
不
満
が
相
次
ࡂ
䣍
検
査

対
象
の
拡
大
を
求
ࡵ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎
県
は

よ
う
や
く
濃
厚
接
触
者
を
幅
広
く
捉

え
䣍
検
査
対
象
を
拡
大
す
る
方
針
を

明
ࡽ
࠿
࡟
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

新型コロナウイルス影響調査で、県商工会議所連合会と懇談＝４/９
左から吉田英策県議、宮川えみ子県議、いわぶち友参院議員、神山悦子県議、宮本しづえ県議、大橋沙織県議

は
６
月
末
で
１
日
５
７
０
検
体
ま
で

拡
充
ࡉ
ࢀ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎
補
正
予
算
で
は

妊
婦
の
希
望
者
も
対
象
に
な
り
ま
し

ࡓ
䣎
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
་
⒪
䣍
௓

護
の
職
員
や
利
用
者
も
優
先
し
て
行

う
こ
と
䣎
第
２
波
に
備
え
検
査
の
拡

充
と
と
も
࡟
䣍
医
療
体
制
と
り
わ
け

感
染
者
受
け
入
れ
⑓
ᗋ
䣍
㔜
⑕
⪅
の

集

中

治

療

病

床

の

確

保
䣍
コ
ロ
ナ

感

染

者

を

受

け

入

れ

な

い

医

療

機

関

へ

の

減

収

補

て

ん

等

を

求

ࡵ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

福
島
第
一
原
発
の
汚
染
水
の

処
理
方
法
ࢆ
䣍
国
が
夏
ま
で
に
決

定
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に

反
対
の
声
が
広
ࡀ
䣬
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
䣎

県
議
会
と
県
内
２０
の
市
町
村
議

会
が
反
対
や
慎
重
の
意
見
書
を

可
Ỵ
䣍
ᅜ
㐃
ே
ᶒ
⌮
஦
఍
ሗ
࿌
で

ࡶ
䣓
コ
ロ
ナ
禍
で
結
論
を
急
ぐ
べ

き
で
な
い
䣔
࡜
指
摘
䣍
඲
⁺
㐃
も

断
固
反
対
を
決
議
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

宮
川
県
議
は
䣍
県
内
外
で
世
論

が
広
ࡀ
䣬
࡚
࠸
ࡿ
情
勢
の
変
化

も
示
ࡋ
䣍
被
災
県
の
知
事
と
し
て

反
対
を
明
確
に
示
す
べ
き
と
繰

り
返
し
知
事
に
迫
ࡾ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

知
事
は
従
来
の
䣓
風
評
対
策
と

慎
重
な
検
討
を
䣔
と
繰
り
返
す
だ
け

࡛
䣍
県
民
多
数
が
求
め
る
海
洋
放
出

反
対
は
明
言
ࡋ
ࡲ
ࡏ
ࢇ
䣎

隣
接
す
る
茨
城
県
知
事
ࡣ
䣍
国
と

東
電
に
直
接
反

対
を
伝
࠼
䣍
宮
城

県
知
事
は
県
漁

連
の
反
対
要
請

࡟
䣓
ࡋ
䣬
࠿
ࡾ
国

に
伝
࠼
ࡿ
䣔
࡜
応

ࡌ
䣍
地
元
住
民
に

寄
り
添
う
姿
勢

を
示
し
ま
し
ࡓ
䣎

福
島
県
知
事
の

対
応
と
は
対
照

的
࡛
ࡍ
䣎

←

汚
染
水
叏
海
洋
放
出
反
対
叏
宣
伝
行
動
可

去
召
若
者
吇
呂
呎
吮厘
咕
咒
咡
咡
咖
厙
叉
神
山
県

議
咁
右
厭
只
咇
人
目
咂
咑
咋
／
咋

郡
山
駅
前

汚染水問題で東京電力ふくしま復興推進室の

遠藤副室長へ申し入れる県議団＝５/１４

自
民
党
政
権
下
１
９
９
４
年
の
法
改

定
に
よ
る
保
健
所
の
統
廃
合
が
行
わ
れ

た
結
果
䣍
඲
ᅜ
で
半
分
に
ῶ
ᑠ
䣍
県
内
で

も
１６
保
健
所
と
２
支
所
体
制
だ
䣬
ࡓ
も

の
ࡀ
䣍
１
９
９
７
年
に
は
７
保
健
所
３
支

所
と
郡
山
市
䥹
中
核
市
䥺
と
࡞
ࡾ
䣍
現
在

で
は
中
核
市
の
３
保
健
所
を
含
め
て
９

か
所
に
半
減
し
ま
し
た
䣎
職
員
も
削
減
さ

れ
䣍
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
は
長
時
間
勤
務
が

続
き
職
員
が
疲
弊
す
る
深
刻
な
事
態
と

な
䣬
ࡓ
ࡇ
࡜
ࢆ
踏
ࡲ
࠼
䣍
第
２
波
に
向
け

࡚
䣍
保
健
所
体
制
の
拡
充
を
県
に
求
め
ま

ࡋ
ࡓ
䣎身体的距離の確保が社会全体で求められる

中、学校現場が３密状態にあることは大きな矛

盾です。特に高校は４０人学級で、１メートル

の確保もままならず、コロナ対策やゆきとどい

た教育が求められる今こそ、教員を増やし、２

０人学級を小中高校すべてで実施するよう国

に求めるべきと質しました。併せて教室増設も

必要不可欠と求めました。

またコロナ禍で、改めて少人数学級の重要性

が見直されている中、県立高校統廃合を計画あ

りきで進めるべきではないと中止を求めまし

たが、県教育委員会は応じようとしません。



討
論

　

学
生
団
体
﹁
F
R
E
E
﹂
の
調
査
で
は
︑

４
月
時
点
で
全
国
の
学
生
の
７
割
が
ア
ル

バ
イ
ト
の
収
入
が
減
少
︑
２
割
も
の
学
生

が
﹁
退
学
を
検
討
﹂
と
回
答
︒
県
内
各
大

学
等
か
ら
実
態
を
聞
く
と
︑
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
多
く
の
学
生
は
ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き

ず
収
入
が
激
減
︑
大
学
は
教
職
員
自
ら
が

募
金
し
学
生
に
貸
付
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
︒
教
職
員
か
ら
﹁
退
学
者
を
出

さ
な
い
た
め
に
県
の
支
援
を
﹂
と
の
要
望

も
出
さ
れ
て
お
り
︑
知
事
の
姿
勢
を
質
し

ま
し
た
が
︑﹁
国
に
求
め
る
﹂
と
繰
り
返

す
ば
か
り
で
県
独
自
の
支
援
に
は
全
く
言

及
し
ま
せ
ん
で
し
た
︒

　

コ
ロ
ナ
対
応
の
国
の
慰
労
金
は

医
療
・
介
護
・
障
が
い
分
野
の
み

対
象
で
す
︒
国
の
要
請
で
開
所
を

続
け
た
学
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
職
員

に
も
慰
労
金
を
支
給
す
べ
き
と
求

め
︑県
も
必
要
性
は
認
め
ま
し
た
︒

山
形
県
が
保
育
労
働
者
に
一
人
５

万
円
の
支
給
を
決
め
た
よ
う
に
︑

本
県
で
も
支
給
す
べ
き
で
す
︒

　

福
島
第
一
原

発
の
汚
染
水
の

処
理
方
法
に
つ

い
て
は
︑
漁
業

関
係
者
を
は
じ

め
︑
各
方
面
か

ら
﹁
海
洋
放
出

避難所のコロナ対策を

    ９日、昨年のいわき市夏井川等の水害で被災し
た住民の皆さんが、二度と同じ被害を繰り返さな
いでと、安全対策を求める要望書を県に提出しま
した。　
　昨年の東日本台風に続き、今年７月もまた想定
を超える集中豪雨が広範囲に甚大な被害をもたら
し、従来の枠を超えた水害対策が求められます。
昨年の台風後、県の河川費は大幅に増額されまし
たが、これを一過性にせず河道掘削や土砂のしゅ
ん渫等の維持管理を日常的に実施すること、被災
河川工事を復旧にとどめず安全対策の改良工事を
一体的に行うための抜本的な河川予算の増額を求
めました。

　避難所の新型コロナ対応として、多くの避難所
の確保、仕切りのパーテーション、段ボールベッ
ド、洋式トイレ、冷暖房の整備を急ぐよう求めま
した。県は、整備する市町村に独自の財政支援策
を創設、高齢者や要介護者等の重症化リスクの高
い要支援者向けに、ホテル・旅館の活用を図るよ
う市町村を支援すると述べました。

　

伊
達
市
保
原
町
に
知
的
障
が

い
の
た
め
の
特
別
支
援
学
校
が

建
設
さ
れ
ま
す
︒
去
年
の
台
風

で
建
設
予
定
地
が
浸
水
︑
設
計

で
は
校
舎
１
階
部
分
と
の
差
は

わ
ず
か
��
c
m
で
す
︒
地
元
住

民
が
待
ち
望
ん
だ
学
校
で
も
あ

る
た
め
心
配
な
く
学
べ
る
よ
う

に
︑
校
舎
部
分
の
か
さ
上
げ
を

行
う
べ
き
と
求
め
ま
し
た
︒

　
大
橋
県
議
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
困
窮
す
る
学
生

支
援
、事
業
者
へ
の
協
力
金
、

学
童
な
ど
保
育
従
事
者
へ
の

慰
労
金
、肥
育
牛
農
家
支
援
、

伊
達
市
の
イ
オ
ン
誘
致
問
題

や
伊
達
地
区
特
別
支
援
学
校

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

大橋沙織県議
（６月30日）
大橋沙織県議
（６月30日）

神山悦子県議
（7月8日）
神山悦子県議
（7月8日）

牛
マ
ル
キ
ン
改
定

県
内
肉
牛
農
家

に
大
打
撃
！
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学
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迫
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学
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迫
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学
生
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迫
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学
生
の
実
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示
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知
事
に
迫
る

　伊達市は、堂ノ内地区への東北一
の売り場面積７万㎡のイオン誘致に
ついて、６月市議会で、「県との事
前調整完了の見通しが立ったので、
法に基づく手続きに入る」と説明、
急展開を見せています。大橋県議の

　伊達市は、堂ノ内地区への東北一
の売り場面積７万㎡のイオン誘致に
ついて、６月市議会で、「県との事
前調整完了の見通しが立ったので、
法に基づく手続きに入る」と説明、
急展開を見せています。大橋県議の

　周辺の商店からは「大型店が来たら店は続けられなくなる」「高齢
者は近くに店がなくなったら生活できない」と不安の声が寄せられ
ています。��年前、県は全国唯一の「商業まちづくり推進条例」を制
定、歩いて暮らせるまちづくりを掲げ、大型店を事実上規制してきま
した。県はこの条例の趣旨に基づき広域調整すべきと求めました。

歩いて暮らせるまちづくりに逆行　

検査・医療
・PCR 検査、� 日 ��� 検体まで可能。妊婦も対象に。
・医療・介護、障がい者施設職員への慰労金（� 万円～ �� 万円）
・危険手当（� 月分～。� 人 � 日 � 千円）
　※陽性患者を受け入れた医療機関、帰国者・接触者外来等の医療従事者
　などが対象
・地域外来（発熱外来）：中核市と県内 � 方部に設置
中小企業・個人事業者・労働者
・（国）持続化給付金、雇用調整助成金、休業支援金、事業者家賃支援給付金
・県の休業要請に応じた事業者への協力金・支援金（�� 万円～ �� 万円）
　※申し込みは � 月末まで。
・県の休業要請対象外の事業者への給付金（�� 万円）
　※国の持続化給付金を受けることが条件
・緊急小口資金：生活困窮者。個人事業主も可能（�� 万円限度）
・県民限定宿泊割引（�� 万泊分）。１人 � 泊 � 千円以上の宿泊に � 千円割引
　※申し込み方法：県内の旅行会社、登録した宿泊施設に直接も可
　※申し込み締切：� 月末まで。

伊達市のイオン誘致急展開！伊達市のイオン誘致急展開！

国の2次補正と県の新型コロナ対策国の2次補正と県の新型コロナ対策
5月臨時議会、6月議会で県民要求が実現しました！

県
は
学
生
支
援
を

県
は
学
生
支
援
を

県
は
学
生
支
援
を

県
は
学
生
支
援
を
で
バ
イ
ト
な
く
生
活
困
窮

で
バ
イ
ト
な
く
生
活
困
窮

で
バ
イ
ト
な
く
生
活
困
窮

で
バ
イ
ト
な
く
生
活
困
窮

コ
ロ
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コ
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ナ
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コ
ロ
ナ
禍
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ロ
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意　見　書
提出 
会派

共
産
県
民
自
民
公
明

汚染水の海洋放出に反対し、地上保管の継続を求める意見書 共産 ○ △ △ △ 継続

（継続）トリチウム水の処分方法について慎重な判断を求める意見書 県民 ○ ○ × × 否決

「新しい生活様式」が可能となる教育条件を緊急に整備することを求める
意見書 共産 ○ △ △ △ 継続

当県の畜産農家が安心して事業経営を継続できる制度の確立を求める 
意見書 自民 ○ ○ ○ ○ 可決

肉用牛肥育経営安定交付金制度（牛マルキン）の改善を求める意見書 共産 ○ ○ △ △ 継続

肉用牛肥育経営安定交付金制度（牛マルキン）の改定基準に特区を加える
ことを求める意見書 県民 ○ ○ △ △ 〃

（継続）選択的夫婦別姓制度の導入等の民法改正を求める意見書 共産 ○ ○ × × 否決

（継続）女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書 共産 ○ ○ × × 〃

消費税率5％以下への引下げを求める意見書 共産 ○ × × × 〃

共産＝共産党、県民＝県民連合、自民＝自民党、公明＝公明党　　　○＝賛成、△＝継続、×＝反対

1

5/28桜の聖母短大の西内みなみ学長から
説明を受ける県議団
5/28桜の聖母短大の西内みなみ学長から
説明を受ける県議団

しんぶん「赤旗」よりしんぶん「赤旗」より

6/5会津大学・短大と懇談する神山県議6/5会津大学・短大と懇談する神山県議

5/26福島大学小山良太教授と
懇談する県議団
5/26福島大学小山良太教授と
懇談する県議団

7/9「夏井川・好間川・新川水害対策促進連絡会」の県要望
同席する宮川・吉田両県議、立憲の古市県議

7/9「夏井川・好間川・新川水害対策促進連絡会」の県要望
同席する宮川・吉田両県議、立憲の古市県議

質問に、県は「資料の提供を受けたが、
正式な申請は来ていない」と述べるだけです。
質問に、県は「資料の提供を受けたが、
正式な申請は来ていない」と述べるだけです。

河川対策の拡充を!河川対策の拡充を!
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